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広報とPRの違い

⇒広報
広く社会に対して、報ずる（知らせる）という意味
企業や団体が社会に向けて“情報発信する”ことが「広報」

⇒PR（パブリックリレーションズ）
戦略的コミュニケーションのプロセス
状況分析、目標設定、戦略立案、実践、効果測定
を行うことが重要



草原のPRについて
・熊本県
・環境省
・阿蘇グリーンストック
・PR会社

の4者で月1回程度集まり
具体的な実施事項を決定

地元経済誌に2024年1月掲載予定

※これまでは各自バラバラにPRを実施していた…

阿蘇の草原のPRについて



阿蘇の草原のPRについて



戦略を立て、それをもとに実行

阿蘇の草原のPRについて



対個人向けPR施策



阿蘇の草原のPRについて

ターゲット層が草原再生関連の検索をかけた際の
入り口になるサイトを構築



阿蘇の草原のPRについて

SNSやHPを用いた、ユーザーの興味軸に合わせた草原とのタッチポイントを創造。
草原と“暮らし”

ブランディングディレクター・行方ひさこさんが

草原を知り・感じ・作っていく、ストーリー仕立ての文化人ツアーを開催

ファン層であるライフスタイルへ関心のあるユーザーの共感を創造。

10月：草原を知る

千年の草原記念フォーラムで

草原学者と対談

11月：かやでものづくり

阿蘇のかやぶき工房へ訪問、

かやのものづくり体験

3月：野焼き・ブラックBBQ

スケジュール 招聘予定

行方ひさこ氏 ブランディングディレクター

野村ゆり氏 フードディレクター

平井かずみ氏 フラワースタイリスト

石井花苗氏 インテリアスタイリスト

石上純也氏 建築

相澤陽介氏 White Mountaineeringデザイナー

小山薫堂氏 放送作家、脚本家

おおはた雄一氏シンガーソングライター

今中大輔氏 サイクリスト

森本幸司氏 トレイルランニング日本代表

前田有紀氏 フラワーアーティスト

https://www.instagram.com/hisakonamekata/
https://www.instagram.com/eatripjournal/
https://www.instagram.com/hiraikazumi/?hl=ja
https://www.instagram.com/kanaeishii_lc/
https://www.instagram.com/junya.ishigami_associates/
https://www.instagram.com/yosukeaizawa/?hl=ja
https://www.instagram.com/kundokoyama/?hl=ja
https://www.instagram.com/yuichiohata/
https://www.instagram.com/imanaka1/
https://www.instagram.com/mori23ko/
https://www.instagram.com/yukimaeda0117/


対企業向けPR施策



寄付への意味づけ、なぜ必要なのかを整理

脱炭素 生物多様性 水 文化

草原を守りましょう・守らないといけない（対企業）

令和4年度
「阿蘇の草原キッズになろう」

(国立阿蘇青少年交流の家)

繁殖あか牛導
入助成事業
(28農家・45
頭)

草原環境学習の推進・草原を守
る担い手づくり

(内牧小と新宮牧野組合の
草泊りづくり)

草原環境学習の推進及び
広報活動

(黒川牧野坊中区)

阿蘇北外輪山の
古代遺跡調査

（阿蘇ホタルの会）

阿蘇北外輪山に生息する
希少種コジュリンの

生息環境要因に関する研究
（坂梨 仁彦）

草原維持管理の為の
牧道坊火帯整備

(車帰原野管理組合)

野焼き・輪地切り支援
ボランティア活動管理運営事業

(阿蘇グリーンストック)

阿蘇の草原と草原堆肥をPRする
農業体験イベントの開催

(阿蘇草原再生シールの会)

農業文化

あか牛導入助
成の上乗せ

若手農業者の
草原保全維持活動支援

子どもたちの
草原環境学習支援、
普及啓発への活用

活動拡充に向けた
担当職員の育成

野焼きにまつわる
事業を選定

阿蘇の希少種にまつわる
事業を選定

草原保全に
まつわる事業を選定

調査及び
阿蘇の草原文化広報にまつわる

事業を選定

阿蘇の草原のPRについて

https://www.env.go.jp/content/900495609.pdf
https://www.env.go.jp/content/900495609.pdf
https://www.env.go.jp/content/900495609.pdf




県も企業連携を後押し
現在35社が登録

阿蘇の草原のPRについて





KMバイオロジクスの社員が５０名以上野焼き支援ボランティアに参加

4月：明治ホールディングス 専務執行役員へのプレゼン
6月：明治ホールディングス 社外取締役へのプレゼン
7月：KMバイオロジクスの社員向けセミナー
8月：初心者研修会の実施
11月：草原フェスティバルでの野菜の販売

阿蘇の草原のPRについて



阿蘇の草原のPRについて

1社1社の社会課題や、企業理念に
寄り添いながら関係性を深めていく必要
※ただ単に、お金くれでは納得いただけない



想いがつながると
仕事になる。

■例
阪急百貨店（博多阪急）での
SAVE THE ASOのイベントを
2024年1月10日～16日に開催
地元企業にも多く出店いただく

※会場代やパネル製作費等は
一切支出無しで連携している

阿蘇の草原のPRについて



知り合いを通じて
7月に初めて会う

その後、福岡や
熊本で4回ほど意見交換

阿蘇のボランティアにも
参加いただく

企画のコンセプトを
共有し、ともに作る

阿蘇の草原のPRについて



阿蘇の草原のPRについて



なぜ、こんなことができているのか？

面白いことを提案する
一緒にワクワクする

共感の輪を広げていく

阿蘇あか牛ビーフシチュー定食
提供予定日 1月12日 金曜日
食数 約200食程度予定
金額 通常の定食と同金額 530円



https://www3.nhk.or.jp/lnews/kumamoto/20230509/5000018969.html

阿蘇ボルケーノトレイルとの連携

・カルデラ100kmを走るトレラン
・草原の中も走ることができる
・エントリー枠に草原寄付エントリー
等あり、走ることで草原保全に

・2022年は約84万円の寄付

阿蘇の草原のPRについて



ツールド九州との連携

・草原の中を通るルート
・大会当日にグリーンストックの
ボランティア150人が協力

・有料観覧席の売上の一部を
草原再生募金に寄付

阿蘇の草原のPRについて



YAMAPとの連携

YAMAPのサイト内にて
環境省、阿蘇Be隊とともにクラファンを実施

阿蘇の草原のPRについて



阿蘇の草原のPRについて

今後の課題

・継続して検討を進めていくための場づくり
・継続してPRするための予算
・企業とコミュニケーションをとるための人員、時間の確保
・より効果的な寄付金集めの仕組み（国・県）



ご清聴ありがとうございました

引き続き草原のPRについて
取り組んでいきます。
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